
令和６年３月２１日 

保護者 様 

 ⾧崎市立東⾧崎中学校 

校 ⾧  川本 哲也 

通級指導教室に関して 

 
早春の候、保護者の皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて、標記の件につきまして、本校では平成２９年度より通級指導教室（通称「ほっとルーム」）を開設し、
個別指導・少人数指導を行い、学校生活や社会生活を送る上で必要な能力の向上に努めております。 
新年度に当たり、通級指導教室に関して、ご理解を頂きたいと考えております。詳しくは、別紙「通級指導教
室（ほっとルーム）の指導について」をご参照ください。 
 
１ 通級指導教室とは？ 

○通常行われている授業時間に、別室にて、個別または少人数で指導が受けられる。 
 
２ 対象となる生徒は？ 

○下記に該当する生徒が対象となります。 
①集団での学習適応及び集団適応が苦手で、個別の指導によって効果が期待できる生徒。 
②通常学級に在籍し、友人関係や学習上の苦手さ、社会生活を送る上での苦手さなど、個別の配慮が必要

な生徒。 
 
３入級するためには？ 

○保護者及び本人より入級希望の相談を受け、校内で慎重に協議し、通級を決定いたします。 
 
４通級指導教室での指導内容は？ 

○相談に応じて、特別な教育課程を組み、個別または少人数にて指導を行います。 
○指導内容は「自立活動」が中心となります。 
（詳細は、別紙配布の「通級指導教室（ほっとルーム）の指導について」をご覧ください。） 
○通級は、学習の補充の場ではありません。ただし、自立活動を行うに当たって必要な基礎的な学習の内容

を指導することがあります。 
 
５指導時間はどうなりますか？ 

○週１～２時間程度です。 
具体的には、本人・保護者・学校との相談により決定いたします。 

 
６評価はどうなりますか？ 

○これまで通り、所属する学級での学習状況の評価を行います。これとは別に、通級教室における取組の様
子などを文章で記載したものもお渡しいたします。 

 
本件に関するご質問やご相談がある場合は、担任を通してご連絡ください。 
また、今年度は下記の者が通級に関して担当しておりますので、いつでもご相談ください。 

担当：森
もり

真
なお

美
み

（通級指導教室担当・特別支援教育コーディネーター） 



 
 
 
 

長崎市立東長崎中学校 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考:国立特別支援教育総合研究所「通級による指導」） 

☆通級指導教室では☆ 

通級指導教室（ほっとルーム）の指導について 

○通級による指導は、通級する生徒一人一人の実態に応じた特別な教育課程の編成に

より行われます。指導形態は、個別または、複数によるものがあります。 

○指導は、障害による学習上又は生活上の困難さの改善・克服を目的とする「自立活

動」が中心となります。 

○特に必要があるときは「各教科の補充指導」も行うことができます。 

 （※通級指導教室は、基本、学習の補充の場ではありません。） 

○学習上又は生活上の困難さを改善・克服するために必要な要素で構成されています。 
内容は、「健康の保持」「心理的な安定」「人間関係の形成」「環境の把握」「身体の 
動き」「コミュニケーション」等の項目があります。 

○これらの中で、本人が抱える「困り感」を解消するための項目について活動します。 
(例) 

○聞く、話す、読む、書く、計算する又は推論することにおいて困り感を抱えており、そ 
のことが国語や数学、英語等の教科の学習に影響することがある場合には、個々のつまず 
きの状態に応じて教科の補充指導が必要になります。 

○不注意や衝動性、多動性の状態等が学習のつまずきに影響している場合は、その状態に応  
じて教科の補充指導が必要になります。 

☆「自立活動」とは？☆ 

☆「各教科の補充指導」とは？☆ 

「コミュニケーシ

ョンに困り感」 

発表の仕方、気持ちの伝

え方等ソーシャルスキ

ルトレーニング（SST） 

学校生活（授業・学級・

部活等）や日常生活で活
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☆本校の通級指導を通して目指す生徒の姿☆ 

○自らの「困り感」を解消し、学校生活や日常生活を充実させ、笑顔で過ごす姿。 

○生徒一人一人が、授業や家庭での学習をとおして「学ぶ楽しさ」を実感し、主体的 

に学ぼうとする姿。 

○多少の困難を抱えても、自ら考え工夫し、時には周囲の助けを得ながら、それを乗 

り越えていこうとする姿。 

☆保護者の方々にお願いしたいこと☆ 

○通級による指導が、日常生活の場で生かされるためには、生徒への指導とともに保
護者、学級担任との連携が重要になりますので、今後ともお子様の家庭での様子や
成⾧した面等について、通級担当からお尋ねすることがありますので、その際は、
ご協力いただきますようお願いします。 

○お子さんの中学校卒業後の進路や、成人した際にどのような社会人となってほし
いか等、数年後、10 年後の将来を見据え、「今」どうあってほしいか、どのよう
な力を身につけさせたいか等についても、ご家庭で話し合われてください。一度
に短時間で克服しようとすることは、本人にとっても大変ですので、家庭や学校
がしっかりと見通しをもって、連携を図りながら、本人の成⾧をサポートしてい
きたいと考えています。                                                                                                                             

☆ご相談はいつでも応じます☆ 

ご相談等がございましたら、いつでもご連絡ください。 

 

長崎市立東長崎中学校 

担当：森
もり

真
なお

美
み

（通級指導教室担当・特別支援教育コーディネーター） 

     

 


